
家族読書におすすめ 
こんな本はいかが   NO.5 

光南台中学校区の学校司書がおすすめする，大人も子どもも楽しめる本を紹介します。家族読

書の際の参考にしてみてください。 

  ちびゴリラのちびちび  ルース・ボーンスタイン 作 ほるぷ出版 

ちいさなかわいいゴリラちびちび。お父
とう

さん，お母
かあ

さん，チョウやオウム，

ヘビもゾウもライオンも，森
もり

に住
す

む仲間
な か ま

はみんなちびちびが大好
だ い す

きでした。そ

んなちびゴリラに，ある日
ひ

何
なに

かがおこりました。ちびちびはいったいどうなっ

てしまうのでしょう…。 

 

 
さくらいろのりゅう 町田尚子 作 アリス館 

むかしむかし，あるところにみんなからコイシと呼
よ

ばれていたむすめがいま

した。いつもひとりぼっちだったコイシにできたのは，美
うつく

しいあおいりゅう

の友達
ともだち

でした。大切
たいせつ

な友達
ともだち

を守
まも

ろうとした心
こころ

優
やさ

しいりゅうと少女
しょうじょ

のお話
はなし

で

す。 

  びりっかすの神
かみ

さま  岡田淳 作 偕成社 

転校
てんこう

した始
はじめ

が，はじめての教室
きょうしつ

で出会
で あ

った，小
ちい

さなすきとおった男
おとこ

，「び

りっかすさん」。最初
さいしょ

は始
はじめ

にしか見
み

えなかった「びりっかすさん」を見
み

ること

をめぐって，バラバラだった教室
きょうしつ

はやがてひとつにまとまりはじめ…。がん

ばる，ということの意味
い み

を考
かんが

えさせてくれる，あたたかい一冊
いっさつ

です。 

  君
きみ

はレフティ 額賀
ぬ か が

 澪
みお

 著 小学館 

夏休
なつやす

み中
ちゅう

，交通
こうつう

事故
じ こ

に遭
あ

い古谷野
こ や の

真樹
ま さ き

（高
こう

２）は後遺症
こういしょう

ですべての記憶
き お く

を失
うしな

った。学校
がっこう

生活
せいかつ

に復帰
ふ っ き

した新学期
しんがっき

，文化
ぶ ん か

祭前
さいまえ

の高校
こうこう

で謎
なぞ

の落
らく

書
が

き事件
じ け ん

が勃発
ぼっぱつ

。

最初
さいしょ

は他愛
た あ い

ないいたずらかと思
おも

われたが，落書
ら く が

きは段々
だんだん

とエスカレートしてい

く。そして，その落書
ら く が

きはあたかも真樹
ま さ き

に向
む

けられたメッセージのようだった。

その謎
なぞ

を追
お

っていくうちに次々
つぎつぎ

と見
み

えてきてしまった親友
しんゆう

の秘密
ひ み つ

。そして……

記憶
き お く

喪失
そうしつ

の僕
ぼく

が取
と

り戻
もど

した大切
たいせつ

な「真実
しんじつ

」とは。 

  優
やさ

しさと勇気
ゆ う き

の育
そだ

てかた 夜回
よ ま わ

り先生
せんせい

２１の生
い

きる力
ちから

  水谷 修 著 日本評論社 

「生
い

きていてくれてありがとう。こころの扉
とびら

を開
ひら

けば，輝
かがや

く明日
あ し た

が。今
いま

すぐ，

あなたにできる一番
いちばん

大切
たいせつ

なことだけを書
か

きました。」３０年
ねん

以上
いじょう

，子
こ

ども・

若者
わかもの

・親
おや

とのかかわりで夜回
よ ま わ

り先生
せんせい

が体得
たいとく

した幸
しあわ

せな人生
じんせい

の鉄則
てっそく

。 

  目
め

でみることばのずかん  おかべたかし 文 やまでたかし 写真 東京書籍 

「見
み

た」ことばは，なかなかわすれない。「見
み

る」と，ことばにもっときょ

うみがわいてくる。（本文
ほんぶん

より）３８の言葉
こ と ば

を写真
しゃしん

を使
つか

って目
め

で見
み

える形
かたち

で

説明
せつめい

した本
ほん

です。「とうだいもとくらし」「ちょっかい」といった言葉
こ と ば

の語源
ご げ ん

や

「牛
うし

」や「冬
ふゆ

」などの漢字
か ん じ

の形
かたち

，「イモリ」と「ヤモリ」，「あふれる」と「こ

ぼれる」など似
に

ているものの違
ちが

いについて取
と

り上
あ

げています。 
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